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事業所・団体等又は
関連事業者等の名称 本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

店舗にウォーターサーバーを設置し、
余計なペットボトル消費を減らす。

（記載上の注意）

　 １　取組目標は３つ以上のゴールについて目標を設定し、記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。
 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。
 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

長く使えるよう、丈夫な仕立てを心が
ける。お客様の要望に合うデザインの
更なる提案。

以前は合皮を多く使っていた代わり
に、本革を扱う技術を習得し、制作に
役立てる。

食肉用の余った本革を使用し、作品に
役立てる。

国内はもとより、ＥＣサイト等を通
じ、海外へ販路を広げる。

海外向けウェブサイト、ウェブショッ
プなどの作成。

パートスタッフに物作りの技術だけで
はなく、事務や幅広い意味での仕事を
してもらい、働きがいを増やす。

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
　私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり
取り組むことを宣言します。

報告日 2022

年12月31日までの取組目標

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

日本伝統文化である「和」「着物」を次世代へ継承していくことを大切にし、モノの持つ価値をより高めます。着物や帯の
リメイクを通じて貢献していきます。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

作り手の想いと共に幅広い世代へ届けます。バッグ・洋服・がま口財布・日傘などの和小物を身に付ける事で、皆が心豊か
な生活を送ることが出来るよう、オーダーメイドでリメイク致します。

目標に関連する取組内容

ゴール 2021 年12月31日までの取組目標 左記取組目標の達成状況 2022

パートスタッフの更なる技術の向上を
目標としてもらう。ワークショップを
定期的に開催する事を目標とする

パートスタッフの更なる技術の向上を
目標としてもらう。ワークショップを
定期的に開催する事を目標とする

お店を移転し、ワークショップが出来
るスペースを確保。
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